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データ通信サービスの誕生データ通信サービスの誕生

•

 

1952年

 

日本国との平和条約発効。日米安全保障条約発

 
効。

NTTNTTグループ創世期グループ創世期

1885年
 

逓信省　
•

 

1885年4月

 

日本（伊藤博文）と清国（李鴻章）との間で天津

 
条約が結ばれる

•

 

1885年12月22日

 

伊藤博文が初代内閣総理大臣に就任

1949年
 

電気通信省
 

　 •

 

1949年10月

 

湯川秀樹、ノーベル物理学賞を受賞（日本人

 
初のノーベル賞受賞者）

1952年
 

日本電信電話公社
 

　

NTTNTTデータの祖先データの祖先

1967年
 

日本電信電話公社　データ通信本部
 

設置

～1966年データ通信サービスの認可～

認可を受け電信、電話に次ぐ第三の通信、データ通信を創生すべく

～ 電話事業は官営か？民営か？～1870年
 

工部省　

第一の創業第一の創業第一の創業

～基盤系技術の歩み～
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データ通信サービスの創生期

データ通信サービスの認可を受けて
データ伝送に情報処理を付加するために通信回線と情報処理装置を接続。

これを機に「通信＋データ処理」を実現するデータ通信システムの開発を加速

TSS（Time Sharing System）による共同利用方式を早く実現

実現するには処理能力が高い標
準化されたコンピュータが必要
アーキテクチャの統一によりプログラ
ム作成を一元化、開発コストを抑
える

DIPS計画（日立製HITAC-8400をマルチプロセッサ構成に改造）

ＤＩＰＳ（

 
Dendenkosha Information Processing System）

～基盤系技術の歩み～

HITAC-8400
記憶容量32,768バイト～262,144バイト
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ＤＩＰＳ－１

ＣＰＵ４台、ページング、主記憶
16MB
マシン語の統一
Ｉ／Ｏインタフェースの標準化

　　　　　　　　　　

DIPS-1
システム性能，性能／コスト比において国外機と比肩し得る大型標準情

 報処理システムを実現　→　電電公社通研、日立製作所、日本電気、

 富士通との4社共同研究体制が1969年4月からスタート

1971年10月

 
DIPS-1試作機、1972年3月

 
東京芝局に導入

～基盤系技術の歩み～

マルチプロセッサ、仮想記憶など先進テクノロジーを実現
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電気通信事業のオープン化　電気通信事業のオープン化　

NTTNTT民営化民営化

1985年４月１日
　　日本電信電話株式会社設立

•

 

1984年

 

NTT法（日本電信電話株式会社法）
•

 

1985年

 

プラザ合意

株主はこの世に一人
大蔵大臣 竹下登

15,600,000株

NTTリース株式会社

このNTT株の頃から日本は

 バブルに向かう？

１０日後の１１日に子会社第一号

電話機のお買い上げ制度への
速やかな対応

NTTNTTグループ企業戦略の３分野グループ企業戦略の３分野

事業領域の拡大を目指す新規事業会社

NTT本体の専門機能を集約・特化して分社化する機

 能分社型

事業部切り出しによる事業分離型

～ １１５年の官営の歴史にピリオド～

～ 自由競争へ、通信の自由化～

～基盤系技術の歩み～
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データ通信サービス認可、２０年後

～基盤系技術の歩み～

DIPS11／5Eシリーズ　1986年～
256256キロビットメモリ素子キロビットメモリ素子。。高集積・高速LSI。
運転保守機能運転保守機能の集中化のためシステム制御プロセッサを導入

 。自動化、遠隔化。
100100メガビット／秒の高速光ループメガビット／秒の高速光ループにより複数のホストプロセッサ

 （CPU）と複数の通信制御プロセッサ（FEP）を接続制御

集積度が低い中での果敢なチャレンジ
本体系の暴走
磁気ディスクがやたら壊れる
静電気に弱い　　　　　　　　　

「通信＋データ処理」を行なうデータ通信システムは実現された
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２０年間のトレンド

集中型システム

センター内処理、バッチ一括処理

ＡＳＰの草分け？
　DRESS(販売在庫管理ｻｰﾋﾞｽ)
　DEMOS(科学技術計算ｻｰﾋﾞｽ)

汎用機、専用装置、専用端末、専用回線がメイン

ホスト集中型オンライン

センタ　－　　
 

　（サブセンタ）
 

　　　　－　専用端末

～基盤系技術の歩み～
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端末の革新

１９８７年　端末側OSを更改

センタ　－　端末（専用ＯＳ）

データ通信システムオープン化の幕開け

（市販ＯＳ）

1981　PC-DOS（IBM-PC)
1985　MS-DOS 3.1　　　　　　

 　　

SS/21SS/21
　(MS-DOS 3.1）

～基盤系技術の歩み～
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分離分離

⇒NTTリース

NTTNTTののグループ企業グループ企業化化

事業領域の拡大を目指す新規事業会社

NTT本体の専門機能を集約・特化して分社化する機

 能分社型

事業部切り出しによる事業分離型

⇒NTTファシリティーズ、NTTテレコムエンジニ

 アリング

⇒NTT移動通信網株式会社

1988年5月
 

NTTデータ通信 社内での議論社内での議論

“成長性の大きい有望分野を
分社化することはない”

VS
“①業務の効率化と生産性の向上を図り”

“②NTT会社法に束縛されずに
フレキシブルな事業展開を図るべき”

６８００人がNTTから転籍

 

NTTDATA　

第二の創業第二の創業第二の創業

～基盤系技術の歩み～
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１９９０年代　端末OSの高機能化

ＣＵＩ　　　　　

シングルタスク　　　　　

端末オープン化の加速

1988　OS/2
1993　Windows3.1、NT3.1
1994　WindowsNT3.5
1995　Windows95
1996　Windows4.0　　　　　 WinBmWinBm

(WindowsNT)

INFOXINFOX
(WindowsCE)

ＧＵＩ

マルチタスク

スタンダード（ex.TCP/IP）

オープン化は着実に進んだ

ネットワーク化が加速

独自プロトコル　　　　

～基盤系技術の歩み～



Copyright (C) ２００８ NTT データ先端技術 12

しかし、、

オープン化どころか専用LSIのノウハウが蓄積

ＩＳＡバス通信ボード
（３８６CPU+512KBメモリを搭載、
本体制御部と通信処理を分散）

インタフェース用LSI
（本体側DMAとのカスケード接続

で通信データを転送）

窓口装置
（WindowsＮＴ）

ＯＳ／２にＭＴ装置を
ＳＣＳＩ接続

～基盤系技術の歩み～
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ノイマン型コンピューターである限り

ＭＦでは当たり前の解析機構も自前で準備

～基盤系技術の歩み～

　　　　　　　　　　　　
WindowsWindowsクラッシュダンプの解析ソリューションクラッシュダンプの解析ソリューション

FreezeFile
メモリに加えてペー

 ジファイルも合せ

 て取得

フリーザ

３つのタイミングで取得可能
①トラップ発生
②プログラムＩ／Ｆ
③キー押下

Ｓｅｒｖｅｒ

エージェント

Remote Client

フューザー（解析ツール）
リソース表示（オブジェクト、
ハンドル、メモリ内容、etc）
スタックトレース
リバース

３つのエリア、３つのエリア、OSOS・ミドルソフト・・ミドルソフト・

 アプリケーションをシームレスアプリケーションをシームレス

 に解析に解析

Analyze Client
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ホスト側のオープン化に向けて　　　　

UNIXマシンの開発
OSも開発（ＲＯＳ）

リアルタイム性の実現　

光ディスク装置など先進デバイ
 スも導入　

サーバー側も徐々にではあるが着々とオープン化

～基盤系技術の歩み～

68000系CPU
PCアーキテクチャベースのクライアントに
は無い強力なWindowシステム
高精細なディスプレイ装置

８０年代後半～９０年代前半
BSD、SystemV
商用UNIXもﾘﾘｰｽ

９０年代後半CSシステム全盛

 　　　9898年年CosminexusCosminexusの祖先の祖先

高信頼なトランザクション処理を実現
OpenTP1
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３０年間のトレンド

ダウンサイジング

テクノロジーがオープン化した

世界中で小型化したコンピュータが分散処理

それらがネットワークを介して通信

テクノロジーのオープン化に加えてネットワーク化

～基盤系技術の歩み～

（ノード数）
・Router,Switch,Hub

・Server,Client

（種類）
・マルチベンダー
・モデルチェンジ

（設定）
・ハード設定

・ソフト設定（環境,ファイル)

×

×

＝

管理コスト

（サービス時間）

×
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システム基盤を取り巻く状況　

～システム基盤の動向～

デバイス
パワーアップ ユビキタス

環境
変化

エネルギー、CO2
内部統制、CSR、SOX
グローバル化

PC、サーバー

ストレージ
ネットワーク整備
IP接続
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デバイスがパワーアップ　－
 

数 －　　

ノート型

デスクトッ

 プ

Ｗｅｂシステムにアクセスするクライアントが増加

移動
電話

１０億台以上１０億台以上

国内ＰＣ出荷国内ＰＣ出荷

国内移動電話出荷国内移動電話出荷

Ｈ１５　　　　　　

 

Ｈ１６　　　　　

 

Ｈ１７

 

　　　　　

 

Ｈ１８

 

　　　　　

 

Ｈ１９

～システム基盤の動向～

２０億台以上２０億台以上
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デバイスがパワーアップ　－ＰＣ性能－

PC CPU Memory HD 電源

2008年

ハイエンドPC

3GHz
（クアッドコア）

4GB 1TB 600W

2008年

ローエンドPC

1.6GHz
（デュアルコア）

512MB 160GB 250W

1983年

IBM-PC

XT

4.7MHz 256KB 10MB 140W

340倍

1.8倍

2000倍

8倍

16000倍

6倍

1.8倍

2.4倍

～システム基盤の動向～

クライアントがリッチ化（画像、動画、音声）
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デバイスがパワーアップ　－ＣＰＵ－

1970 1980 1990 2000 2010

性

 能

4004 8088
286

386/486
Pentium

PⅢ

P4

Celeron

Core2Duo

i7

16bit

32bit

トランジスタ数

2,300

32bit+EM64T

トランジスタ数

27万5000

トランジスタ数

310万

トランジスタ数

4200万

トランジスタ数

2億9000万

トランジスタ数

2万9000

プロセス

180nm

プロセス

45～65nm

Intel

 
ムーア氏発言

限界は「光速と物質の原子的性

 質」に依存し「Intelは現在そこか

 ら遠くない」
90ナノプロセス

•厚さ1.2ナノメートルのゲート酸化膜

 
（原子5個分）

45ナノプロセス

•High-K（高誘電率材料）、メタルゲート

～システム基盤の動向～

Ｉｎｔｅｌ

 
32bit　CPU推移
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デバイスがパワーアップ　－テクノロジ
 

Keyword －

～システム基盤の動向～

動作クロック、レジスタ数・幅、パイプライン、オンダイキャッシュ、
 マルチコア化、TDP（Thermal Design Power：熱設計電力）

Ｃ Ｐ Ｕ
 　　　　
 　

伝送アーキテクチャ
 　　　　　伝送方式（複　→　単）

１６bit：64（キロバイト）：約6万5千バイト、
３２bit：4GB（ギガバイト）：約43億バイト
６４bit：16EB(エクサバイト)：約171億7,986万9184ギガバイト
　　～1,844京6,744兆737億955万1,616は
　　　地球の寿命を50億年としてその秒数よりも桁が2つ大きい～

信号線間のクロストーク問題の解消
　バス

 
I/F　：　PCIバス　→　PCI Experss

　HD　I/F　：　P-ATA　→　S-ATA

伝送路の強化

無線ＬＡＮ　IEEE802.11n Draft2.0
無線USB、Bluetooth
アナログビデオ出力　→　デジタル、HDMI

サーバ　　　　　

高速化、大容量化、仮想化（Virtualization)

CPU、メモリ、Ｉ／Ｏ（ストレージ、ネットワーク）の仮想化、信頼性の向上、３層構成
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ネットワーク環境

～システム基盤の動向～

ＮＧＮ（Next Generation Network）
「フレッツ光ネクスト」

 
ＮＴＴ東西

電話、映像、データ通信を高速かつセキュアに実現
FMC(Fixed Mobile convergence)移動通信網を統合
第二の通信である電話網と第三の通信であるデータ通信の融合

インターネット
「国際回線の整備」ＮＴＴコミュニケーションズ
北海道・サハリン　６４０Ｇビット／秒　海底ケーブル
日本、米国、中国　５.１２Ｔビット／秒　海底ケーブル（2009年)
グローバルソリューションプロバイダーの出現（ex.Akamai）

デバイスはIP接続されてユビキタスへ

ネットワーク機器
高速化　10GbE（Gigabit Ethernet）
PoE（Power over Ethernet）、さらにPoE

 
Plus（72W)

ポート単位の節電機構
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AkamaiによるB2B-ASPのグローバル展開　

製造業A社　　　

 (発注サイド)

製造業A社　　　

 　　　　　　　　　中

 国工場

現地サプライヤー

 　　　　　　(受注

 サイド)

””WebWeb--EDI GlobalEDI Global””
TWXTWX--2121

…
Route 最適化／Protocol 最適化／

 
Application最適化

““Web Application AcceleratorWeb Application Accelerator””

見積もり・発注・　

 
　　　　　　　　　　

 
　　　　　　　　　　

 
　　出荷指示・
納品請求機能

…

・・・
製造業製造業BB社社,C,C社社,D,D社・・・社・・・

((発注サイド発注サイド))

製造業製造業BB社社,C,C社社,D,D社・・・社・・・
サプライチェーンサプライチェーン

中国日本

グローバル性能、信頼性の劇的な改善
（性能改善例：上海からのログインが13秒から3秒)

インターネットの遅延、渋滞回避によるアプリケーショ

 ン価値の向上

日立
 

TWX-21　　
 　　　

～システム基盤の動向～

http://images.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.powerofmaybe.jp/blog-image/05-061113-01.jpg&imgrefurl=http://www.powerofmaybe.jp/2006/11/13-45.html&h=600&w=450&sz=74&hl=ja&start=9&tbnid=cuh6z3ZJx8q6pM:&tbnh=135&tbnw=101&prev=/images%3Fq%3D%25E4%25B8%258A%25E6%25B5%25B7%26gbv%3D2%26svnum%3D10%26hl%3Dja
http://images.google.com/imgres?imgurl=http://www.lilly.com/news/photos/locations/corporate_headquarters_3_web.jpg&imgrefurl=http://www.lilly.com/news/photos/locations_index.html&h=400&w=500&sz=102&tbnid=gABPYvNriwm0AM:&tbnh=101&tbnw=127&hl=en&start=18&prev=/images%3Fq%3Dcorporate%2Bheadquarters%26svnum%3D10%26hl%3Den%26lr%3D
http://images.google.com/imgres?imgurl=http://www.lilly.com/news/photos/locations/corporate_headquarters_3_web.jpg&imgrefurl=http://www.lilly.com/news/photos/locations_index.html&h=400&w=500&sz=102&tbnid=gABPYvNriwm0AM:&tbnh=101&tbnw=127&hl=en&start=18&prev=/images%3Fq%3Dcorporate%2Bheadquarters%26svnum%3D10%26hl%3Den%26lr%3D
http://images.google.com/imgres?imgurl=http://www.lilly.com/news/photos/locations/corporate_headquarters_3_web.jpg&imgrefurl=http://www.lilly.com/news/photos/locations_index.html&h=400&w=500&sz=102&tbnid=gABPYvNriwm0AM:&tbnh=101&tbnw=127&hl=en&start=18&prev=/images%3Fq%3Dcorporate%2Bheadquarters%26svnum%3D10%26hl%3Den%26lr%3D
http://images.google.co.jp/imgres?imgurl=http://upload.wikimedia.org/wikipedia/ja/thumb/6/67/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E5%9C%B0%E5%9B%B3.svg/600px-%E6%97%A5%E6%9C%AC%E5%9C%B0%E5%9B%B3.svg.png&imgrefurl=http://ja.wikipedia.org/wiki/%25E7%2594%25BB%25E5%2583%258F:%25E6%2597%25A5%25E6%259C%25AC%25E5%259C%25B0%25E5%259B%25B3.svg&h=600&w=600&sz=90&hl=ja&start=20&tbnid=HlKSW1WA7kg2wM:&tbnh=135&tbnw=135&prev=/images%3Fq%3D%25E6%2597%25A5%25E6%259C%25AC%26gbv%3D2%26svnum%3D10%26hl%3Dja
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●

 
太陽光発電システム

●

 
高圧直流給電システム

●

 
仮想化技術

●

 
高効率空調設計

●

 
高効率ラック設計仮想化技術を活用しIT機器リソー

 

スをシェアすることでIT機器の削減

 

を実現

空調解析による最適な高効

 

率空調システムを採用

冷気を閉じ込める方式で実現する

 

高負荷・高効率ラックシステム

クリーンエネルギー導入による

 

データセンタの負荷低減

従来のUPSシステムを変換ロスの少ない

 

高圧直流給電システムの検証を実施

ＮＴＴデータのグリーンデータセンタ

グリーン化への取り組み
長年長年ののデータセンタデータセンタととシステムシステムのの構築構築・・運営運営でで培った多様培った多様なな経験経験ととノウハウノウハウをを駆使駆使
エネルギー変換ロスを少なくする電源供給方式、空調効率の改善エネルギー変換ロスを少なくする電源供給方式、空調効率の改善

～システム基盤の動向～
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グリーンデータセンタ
 

共通IT基盤サービス

～システム基盤の動向～

データセンタ、サーバルームの

 構築を、コンサルティング・設

 計・構築・運用のすべてのフェー

 ズから提供できるトータルソ

 リューション

電源設備や空調設備などの二

 重か設計、建物の耐震設計な

 どにより高品質・高信頼のデー

 タセンタファシリティインフラを

 提供します。

仮想化技術、運用自動化

 技術等の最新ITマネジメン

 トを導入し、IT基盤のフルア

 ウトソーシングでお客様のIT

 経営を支えるサービス

ハウジングやネットワーク、

 機器提供、および機器の

 稼働監視やセキュリティ監

 視塔のマネジメントサービ

 スを提供するiDCサービス

長年長年ののデータセンタデータセンタととシステムシステムのの構築構築・・運営運営でで培った多様培った多様なな経験経験ととノウハウノウハウをを駆使駆使
データセンタの環境測定、評価、改善、管理データセンタの環境測定、評価、改善、管理
仮想化技術等のＩＴ技術、電力対策、熱対策のファシリティ技術仮想化技術等のＩＴ技術、電力対策、熱対策のファシリティ技術
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共通IT基盤サービス　－従来のDCサービスとの違い－

標準化・共通化を図り
ＩＴ基盤をサービス利用

個別システム毎に最適

 化

アプリ

ミドル

ＯＳ

ハード

ネットワーク

ラック

ファシリティ

ビル

Ａ
シ
ス
テ
ム

Ｂ
シ
ス
テ
ム

Ｃ
シ
ス
テ
ム

ハ
ウ
ジ
ン

 

グ

コ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ホ
ス
テ
ィ
ン
グ

共
通
Ｉ
Ｔ
基
盤
サ
ー
ビ
ス

Ａシス

 
テム

Ｂシス

 
テム

Ｃシス

 
テム

統合・

 集約

 

統合・

 集約

a
. 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

c
. 

事
業
継
続
性

b
. 

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

d
. 

Ｉ
Ｔ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

高
付
加
価
値
サ
ー
ビ
ス

IT基盤をサービス提供

～システム基盤の動向～

サーバ、ネットワーク、OS、ミドルウェア、バックアップ等、システムで共通的

 に利用するIT基盤をサービスとして提供

SOAのターゲット
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４０年間のトレンド

仮想化、ＳａａＳ
クラウド

コンピューティング

仮想化、ＳａａＳ
クラウド

コンピューティング

分
散
分
散

集
中
集
中

仮想化、集約化

ブロードバンド
ワイヤレス

ブロードバンド
ワイヤレス

Web2.0

 AJAX

専用線専用線

ホスト

 コンピューティング

 

ホスト

 コンピューティング

メインフレーム

C/S

 コンピューティン

 グ

 

C/S

 コンピューティン

 グ

WEB
コンピューティング

WEB
コンピューティング

ダウン

 サイジング

RDB

オープンシステム

 （UNIX、Windows）

オープン

 ソース

インターネットインターネット

SOA

シンクライアントシンクライアント

現在

ネットワークの普及

歴史は繰り返す　～集中と分散は永遠の課題～　　　　　

データ通信システムオープン化の幕引き？

～システム基盤の動向～
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1.基盤技術の歩み

2.システム基盤の動向

3.Ｗｅｂシステム設計・構築
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Webシステム開発を取り巻く環境　

～Webシステム設計・構築～

方法論
の整備 開発の実践

全体最適
 化追求

ビジネスのモデル化
情報のデザイン
ＩＴシステムの最適化

開発標準、作業標準
ＷＢＳ
ガイドライン、テンプレート

設計
構築・試験
品質確保
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方法論の整備

開発環境

開発環境

開発プロセス

ソフトウェアアーキテクチャ中心
ＩＴ基盤構築プロセスを明確化
業務改革をサポート
ユニバーサルデザイン対応

オープンソースフレームワーク
Java/.NET/Ajax対応
リッチクライアントをサポート
バッチをサポート
開発支援ツールの提供

サポート

開発メンバによるサポート
研修サービスを実施

ＴＥＲＡＳＯＬＵＮＡ® は 「開発プロセス」 「開発環境」

 
「サポート」

 
を一体とした

ＮＴＴデータのトータルソリューションです。

～Webシステム設計・構築～

NTTデータのシステム開発トータルソリューション　TERASOLUNA 
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ソフトウェアアーキテクチャ
 

　－TERASOLUNA－

定型化により、設計品質を高次元で統一

自由度の高いＪAVAアプリケーションのアーキテクチャを定型化することで、アプリ

 ケーションの設計品質を高次元で統一

作業の分業化を意識したアプリケーションアーキテクチャ

開発作業の分業化を意識したアプリケーションアーキテクチャにより、

 TERASOLUNATERASOLUNAの基本コンセプトであるアーキテクチャ中心かつ開発者のロール

 を明確にした開発スタイルを実現。

～Webシステム設計・構築～
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高度に複雑化した業務システムをオブジェクト指向で整理オブジェクト指向で整理することに

 より、システムの拡張性、保守性を向上拡張性、保守性を向上

UMLを用いることにより、上流から下流までシームレス化上流から下流までシームレス化が進み、要

 件がどのようにシステムに反映されるか追跡

物事をUMLで規定する図で表現すること（モデリングモデリング）により、全体像

 を見渡すことが可能となり、既存のシステムの構造から改善構造から改善

オブジェクト指向・UML採用　－TERASOLUNA－

アクティビティ図アクティビティ図アクティビティ図

データ
ベース

データ
ベース

アプリ
ケーション

アプリ
ケーション

フレーム
ワーク

フレーム
ワーク

要件定義 設計 製造

ユースケース図ユースケース図ユースケース図 ユースケース
記述

ユースケースユースケース
記述記述

フレームワーク
クラス図

フレームワークフレームワーク
クラス図クラス図

ビジネスルール
定義書

ビジネスルール
定義書

処理定義書処理定義書

概念クラス図概念クラス図概念クラス図

分析クラス図分析クラス図分析クラス図

概念ER図概念ER図

設計クラス図設計クラス図設計クラス図

論理ER図論理ER図

TERASOLUNA
システム開発

作業工程のイメージ

XX 
X 

XX 
X

XX 
X 

XXXX 
XX UML成果物

UML以外の

成果物

～Webシステム設計・構築～
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ユニバーサルデザイン対応　 －TERASOLUNA－

 
　　

ユニバーサルデザインの考え方から、ＮＴＴデータ独自のノウハウを盛り

 込んだ「アクセシビリティ・ガイドライン」を提供
誰もが利用できるユニバーサルデザインを意識
「誰でも使いやすく、使えるように配慮したシステムを開発すること」

「「JIS X8341JIS X8341--3(3(ウェブコンテンツウェブコンテンツ))」」および「「WCAG1.0WCAG1.0」（」（Web Content Accessibility Web Content Accessibility 
Guideline1.0Guideline1.0)に準拠し、独自のノウハウを盛り込んだ

「アクセシビリティ・ガイドライン」「アクセシビリティ・ガイドライン」を作成

注1) JIS X8341-3(ウェブコンテンツ)：高齢者・障害者等配慮設計指針－情報通信における機器、ソフトウェア及びサービス
注2) WCAG 1.0：Web Accessibility Guidelines 1.0の略

～Webシステム設計・構築～
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適材適所のフレームワーク　－TERASOLUNA－

アプリケーション基盤を整備
2000年前後から開発を進めてきた標準アプリケーション基盤
Java、.NET、Ajaxに対応、最適な組み合わせを選択可能

サーバ
フレームワーク

クライアント
フレームワーク

バッチ
フレームワーク

Java

TERASOLUNA
Server Framework

 
　

 
for 

Java －

TERASOLUNA
Batch Framework for 
Java

.NET
TERASOLUNA
Server Framework for 
.NET

TERASOLUNA
Client Framework for .NET 　－

Ajax －
TERASOLUNA
Client Framework for Ajax 　－

～Webシステム設計・構築～
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通常のＡＰサーバーの実行環境

～Webシステム設計・構築～

通常の業務実行環境

WEBショッピングサイトの例

閲覧のみの利用者

商品購入希望者
ＤＢサーバ

検索
業務

ユーザ登録
アプリケーションＢ

ユーザ登録
アプリケーションＢ

ユーザ登録

実行待ちキュー

商品購入

商品検索

商品検索

商品検索

商品検索

商品検索

商品検索

検索業務

商品
購入業務

アプリケーションサーバー

キュー待ちにより優先順位の高い業

 務もシリアライズされる

同時実行スレッド数は
サーバの性能で決まる（ここでは仮に３）
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Cosminexus の優れた点 　－流量制御－

～Webシステム設計・構築～

WEBショッピングサイトの例

プライオリティに応じた業務実行環境の提供

閲覧のみの利用者

商品購入希望者

検索
業務

ユーザ登録
アプリケーションＢ

ユーザ登録
アプリケーションＢ

ユーザ登録

実行待ちキュー

商品購入

商品検索

商品検索

商品検索

商品検索

商品検索

商品検索

検索業務

商品
購入業務

実行待ちキュー

ＤＢサーバ

アプリケーションサーバー

業務毎に
実行キューを設定できる

商品購入業務に対して同時

 実行スレッド数を１に設定

商品検索業務に対して同時実

 行スレッド数を２に設定
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Cosminexus の優れた点
 

　－流量制御のポイント－

～Webシステム設計・構築～

Webコンテナ

業務プログラム1

業務プログラム2

業務プログラム3

URLグループ1

URLグループ2

業務のプライオリティや特性にマッチしたグルーピング

流量規制の単位
　ＵＲＬ
　業務プログラム
　Ｗｅｂコンテナ

ポイント１
業務量（トランザクション数）の多いものは分散する。

ポイント２
業務実行時のメモリ、CPU等への負荷が大きいもの同士

 は，同時多重実行させない。（シリアライズさせる）

ポイント３
業務の優先度の高いトランザクションと、そうでないトランザ

 クションは分ける。（優先度が低いトランザクションが、優先

 度の高いトランザクションの実行を妨げないようにする。）

トランザクション、消費資源、優先順位で決定
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Webシステム基盤構築の進め方

～Webシステム設計・構築～

個別最適

各システムで個別に

 それぞれ異なるシス

 テム基盤上にAPを

 作りこみ。

 

各システムで個別に

 それぞれ異なるシス

 テム基盤上にAPを

 作りこみ。

異なるシステム基盤

ミドル

A

 P

OS

HW・NW

ミドル

A

 P

OS

HW・NW

過去　　

 　

AP

ミドル

OS

HW・NW

ミドル

OS

HW・NW

AP

標準化されたシステム基盤

AP基盤 AP基盤

同じパタンのシステ

 ム基盤構成上でア

 プリケーションを開

 発。開発フレームワー

 クも導入。

 

同じパタンのシステ

 ム基盤構成上でア

 プリケーションを開

 発。開発フレームワー

 クも導入。

基盤の標準化

現在　　

 　
基盤の統合・集約

AP基盤

ミドル

OS

HW・NW

　　　　　　

システム基盤を共

 通化して開発フレー

 ムワークの上にアプ

 リケーションを開発。

 

システム基盤を共

 通化して開発フレー

 ムワークの上にアプ

 リケーションを開発。

AP AP AP

共有基盤共有基盤

これから　

システム基盤を共通化して社内クラウドを実現

AP AP AP
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ユニバーサルデザインに向けて　－HAREL－

～Webシステム設計・構築～
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カテゴリごとに該当箇所を表示

～Webシステム設計・構築～
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カテゴリごとに該当箇所を表示

アクセシビリティのルール

解説

改善方法

が表示されます。

～Webシステム設計・構築～
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SOA時代のシステム化検討　　　

～Webシステム設計・構築～

入出力と作業プロセスを明確にしてＳＯＡを味方に！

業務を業務をInputInput－－ProcessProcess－－OutputOutputで考えて改善で考えて改善

トレーサビリティ
ポイント

トレーサビリティ
ポイント

な
る
べ
く
下
へ

Inputs Process Outputs

情報の認知
情報の正しさの確認
入力情報の記録

情報の加工
情報の加工、処理、演算

情報の検証
加工された情報の正当性
出力形式の妥当性と記録
セキュリティ確保

データと量を

 
測定

データと量を

 
測定

効率と正確性を測定

•監査
•法規制
　も配慮
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試験品質と効率の追求　

まずは数をカウントしてボリュームを把握
ドキュメントエラー数、バグ数、故障回数

　　　　　

～Webシステム設計・構築～

種類

件数

原因

掌握した数をカテゴリごとに分類
外部調達：ハード、OS、ミドル、回線
自己生産：プログラム
運用関係：操作ミス、認識ミス　　　

分類された結果をもとに原因を特定
仕様決定に関する問題
製造に関する問題
開発環境に関する問題
動作環境に関する問題

１割超えたら赤信号
人とモジュールで見る

運用中のトラブルに直結

まずは件数、そして件数より種類、種類より原因

人と経験で見る

有効な試験ツール類も数

 多く出てきている
ソースチェックツール
環境管理ツール
性能測定ツール

方法論を効率よく実践す

 るための手段を広く研究
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試験品質、効率化の事例試験品質、効率化の事例

～Webシステム設計・構築～

文字の表示など最後に残る人間系試験を解決
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Key Unit Random　Access　GEnerator

試験の品質確保、効率化に向けた継続的チャレンジが必要

ｂｙ
 

NJK

～Webシステム設計・構築～
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是非、ご活用ください是非、ご活用ください

http://harel.nttdata.co.jp/

ISBN：978-4-8222-2986-3
発行元：日経BP社

ホームページのアクセシビリティがチェッ

 クできます
設計要綱を記述しました

http://terasoluna.sourceforge.jp/

TERASOLUNA
「フレームワーク」、「開発プロセス」、「プロジェクト管理」

がダウンロードできます

mkdump
Linuxカーネルの故障解析

http://mkdump.sourceforge.net/

～Webシステム設計・構築～

http://sourceforge.jp/projects/nttdatagroup-oss- 
square/wiki/FrontPage http://www.nttdata.co.jp/nfr-grade/ 

http://harel.nttdata.co.jp/
http://harel.nttdata.co.jp/
http://www.e-hon.ne.jp/bec/SA/Detail?refShinCode=0100000000000032099561&Action_id=121&Sza_id=E1
http://www.e-hon.ne.jp/bec/SA/Detail?refShinCode=0100000000000032099561&Action_id=121&Sza_id=E1
http://terasoluna.sourceforge.jp/
http://mkdump.sourceforge.net/
http://sourceforge.jp/projects/nttdatagroup-oss-square/wiki/FrontPage
http://sourceforge.jp/projects/nttdatagroup-oss-square/wiki/FrontPage
http://www.nttdata.co.jp/nfr-grade/
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まとめ

歴史は繰り返す
•自社のコアにマッチしたプロダクト、サービスだけ選別
•コア以外は徹底的にアウトソース、クラウドに任せる

コアへの投資
•方法論、フレームワーク、標準化の適用
•SOAなど最新テクノロジーを味方に付ける
•Input－Process－Output の３つで見ていく

自分の身は自分で守れ
•ITによる資産、投資のコントロール（ITIL：Information 
Technology Infrastructure Library）

•不測の事態に対する備え
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【付録】クラウドコンピューティング時代の収集と選択

クラウドサービスを含め、様々な企業ITシステムの構成方法が適材適所に利用可能となる

ITの「所有」と「利用」を最適化する時代へ

–

 

IT資産の所有と利用のポートフォリオの検討

–

 

それぞれの企業にとっての「守りのIT」と「攻めのIT」の検討

ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン

攻めのＩＴ守りのＩＴ

業務Ａ 業務

 Ｂ
業務

 Ｃ
業務

 Ｄ
業務Ｅ 業務Ｆ

Ｉ
Ｔ
基
盤 HW/NW

OS

ミドル

HW/NW

OS

ミドル

HW/NW

OS

ミドル

HW/NW

OS

ミドル

HW/NW

OS

ミドル

HW/NW

OS

ミドル
BPO SaaS

PaaS PaaS

HaaS

アウトソース

インソース

任せられるものは
できるだけ任せる

競争優位となるITなど
所有すべきものは残る
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【付録】クラウドコンピューティングを適材・適所に利用

メリット 応用利用形態

•

 
必要な時間分だけの利用コスト

 の負担で済む
•

 
インフラ投資が不要

•

 
システム開発や移行

•

 
キャンペーンサイト

•

 
パイロットシステム、試行運用

アドホックな利用
１度きりの特殊な処理や頻度

 の少ないバッチ処理などに利用

•

 
初期投資を削減

•

 
短期間でインフラを構築

•

 
柔軟に利用リソースを増減（利

 用コストの最適化）
•

 
24時間運用など高可用なインフ

 ラが比較的安価に実現

•

 
OA環境

•

 
WEB

•

 
広告、宣伝

ITアウトソースとして利用
HWなどのITリソースを持たずに

 サービス・システムを構築・運用

•

 
バックアップシステム

•

 
待機系

システムの冗長化に利用
BCP（事業継続計画）の実現

 のため、非常時稼動用に利用

•

 
非常時の利用時間分だけの利

 用コストの負担で済む
•

 
冗長化のための追加インフラ投

 資が不要
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Input-Process-Outputの妥当性を測る物差しとして先人の英知を活用

【付録】基本は要求品質の実現　－システム的視点－

品質副特性品質特性 ISO／IEC 9126　

 

ソフトウェアの品質モデル（JIS X０１２９）より

指定された条件の下で利用されるときに、明示的及

 
び暗示的必要性に合致する機能を提供するソフトウェ

 
ア製品の能力

指定された条件の下で利用するとき、指定された達

 
成水準を維持するソフトウェア製品の能力

指定された条件の下で利用するとき、理解、習得、利

 
用でき、利用者にとって魅力的であるソフトウェア製

 
品の能力

明示的な条件の下で、使用する資源の量に対比して

 
適切な性能を提供するソフトウェア製品の能力

修正のしやすさに関するソフトウェア製品の能力。修

 
正は、是正若しは向上、又は環境の変化、要求仕様

 
の変更及び機能仕様の変更にソフトウェアを適応させ

 
ることを含めてもよい。

ある環境から他の環境に移すためのソフトウェア製品

 
の能力。

 
備考：環境には組織、ハードウェア又はソフトウェアの

 
環境を含めてもよい。
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【付録】基本は要求品質の実現　－利用者の視点－

ISO／IEC

 

9126　

 

ソフトウェアの品質モデル（JIS X０１２９）より

利用者が指定された利用の状況で、正確かつ完全に、指定された目標を達成

 
できるソフトウェア製品の能力

利用者が指定された利用の状況で、達成すべき有効性に対応して、適切な量

 
の資源を使うことができるソフトウェア製品の能力

 
備考：資源には、作業を完了するまでの時間、利用者の労力、材料又は使用

 
した費用を含めることができる

利用者が指定された利用の状況で、人、事業、ソフトウェア、財産又は環境へ

 
の害に対して、容認できるリスクの水準を達成するためのソフトウェア製品の能力

指定された利用の状況で、利用者を満足させるソフトウェア製品の能力

 
備考：満足性は、製品を対話的に利用したときの利用者の反応であり、製品の

 
利用を含む

判断基準に使う立場での“目線“、”利用時の品質”を必ず加える
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《他社所有名称に対する表示》

Windows、MS-DOS、.NETは米国Microsoft社の商標です。
Javaおよびその他のJavaを含む標章は、米国Sun Microsystems社の商標です。

x86、Peutium、Celeron、CORE 2 DUO、COREi7は米国Intel社の商標です。
KURAGEは(株)NJKの商標です。

HITAC、OpenTP1、Cosminexus、JP1は日立製作所の商標です。

その他記載の会社名、製品名は、それぞれの会社の商標です。
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